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We measured the stable isotope ratios of freshwater lake sediments near Syowa Station. Regarding the sediment carbon stable 
isotope ratio, higher values were found in areas of higher ultraviolet light exposure. This indicates that the primary production 
of the microbial mat is not fully dependent on the abundance of nutrients, but are greatly affected by the inhibition of 
ultraviolet rays. In addition, since the ratio of ultraviolet rays to total light energy decreases as the catchment area increases, we 
assumed that there is an important relationship between the total catchment area and the amount of ultraviolet shielding 





とが関係している(Tanabe et al 2008)。しかし、湖底にはシアノバクテリア・藻類・コケ類が優占した分厚いマット
が形成されている。その湖底マットは、表面に防御物質を作ることで強光と紫外線(UV)を防ぐことが知られ
(Tanabe et al 2010)、南極湖沼生態系で特に大きなバイオマス量となっている。マットを維持するための栄養塩につ
いて、湖水よりむしろ湖底堆積物自体の間隙水栄養塩が重要であることがわかってきた。しかし、マット自体の
一次生産や窒素循環といった基礎的な物質循環については詳しく明らかにされていない。そこで、南極湖沼生態
系における一次生産に関わる環境要因を明らかにするため、51 次および 53 次隊において収集した湖底堆積物・湖
水・水中の光スペクトルデータを用いて分析をおこなった。堆積物の炭素・窒素とそれぞれの安定同位体比を測









UV 吸収物質である DOM(溶存有機物質)の流入量が増え、一次生産の活性化につながったためと考えられる。 
また、窒素安定同位体比と光エネルギーにも弱い相関がみられた。貧栄養環境におけるシアノバクテリアの窒
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